


























































































































イン ド楠の買付けは ｢同盟綿商｣が行 うこと
になっているので (④および第四)､ 日本郵船
に運賃を支払 うのはさしあたりこの同盟綿商と





















第 1表 調査委員会原案と総会決議要領 との異同
事 項 委員会原案 決議要領
日本郵船との契約者 常務委員3名 ((∋) 同左 (第一)
契約期間 1カ年 (②) 同左 (第二)
契約上の運賃 1トン当たり13ルピー (③) 1トンにつき17ル ピー､郵船の特別割引4ルピー (第三)
印楠の購入 同盟棉商からのみ (④) 同盟棉商からのみ○ただし､盟外購入の場合は納付金と報告の義務 (第四)
棉商の同盟外販売控え 規約なし 規約あり (第五)
運賃水準<契約上の運賃の場合の支払運賃 契約上の運賃支払い義務 (⑤) 同左 (第六)
上記の場合の差金処理 同盟棉商が積置金 として保管(⑥) 同左 (第七)
運賃水準>契約上の運賃の 積置金から支弁 (⑦)､積置金 同左 (第八､九条)
場合の差金の支弁方法 ない場合は棉商が立替 (⑧)
最初から市場運賃>約定運賃の場合の支弁方法 規定なし 棉商が立替 (第十条)
剰余金の処理方法 棉花買入高に応 じて紡績業者に分旦武 (⑨) 同左 (第十一)
同盟-の新規加入処理 常務委員が担当 (⑩) 同左 (第十二)
同盟事務費の負担処理 棉花買入高に応 じて賦課 (⑪) 同左 (第十三)
同盟外棉商から購入の場合 違約金の支払い (⑫) 300斤1俵に付2円50銭の違約金
の罰則 支払い (第十四)
違約監視の奨励 規約なし 報告者に違約金の半額を支給(第十五)
孟買回漕事務所 同盟棉商をもって組織 (⑬) 同左 (第十六)
郵船及棉商との交渉責任 選出の相談員5名 (⑭) 同左 (第十七)
執行事務の取扱い場所 聯合会事務所 (⑮) 同左 (第十八)
船舶調整 郵船との契約に挿入 (⑯) 同左 (第十九)
運賃以外の費用項目水準 外国汽船会社と同一 (⑰) 外国汽船会社よりも高くないこと (第二十)

































































路で掲げていた雑貨 (綿糸 ･棉花を含む) 1ト
ン当たりの運賃水準であった｡同盟船社はこの
運賃水準で同盟船に一手積みした荷主に対して
15%の延戻 しをおこなっていた (第 3図を参
照)｡13 この ｢延戻 し (deferredrebate)｣ とい
うのは､一手積みに同意した荷主に対して一定
期間 (期間pl通常は6ケ月)の積荷運賃-の
割引 (リベー ト)を､つぎの一定期間 (期間
p2)についても荷主が一手積みをおこなった
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契約期間 以上のような内容をもつボンベイ航
路におけるイン ド棉の運送契約は､その有効期












割戻を差 し引いた残 りの トン当たり13ルピーが
実質の負担運賃であり､かくして､(容積 トン







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 イギリスのピー ･オー汽船､オース トリアの
オース トリア ･ロイ ド社､イタリアのイタリア
航運会社の3社である｡
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